
滋賀県がん診療連携協議会・第 3回地域連携部会議事概要 

 
日 時  平成 22年 3月 19日（金）午後 2時～6時 
場 所  大津赤十字病院 外来棟 6階会議室 
出席者  別紙のとおり 
議 事   

1. 経過報告と今後の予定について 
◆ 経過報告 
平成22年3月を目途に地域がんネットワークの構築と地域の状況に合わせた運用を決め、
医療圏で 3ヶ月を目標に試行運用し、平成 22年 7月試行運用開始後の検証を行うことと
した。 
5 大がん地域連携パス原案の作成にあたっては、本部会に「5 大がん地域連携パス作成作
業部会」を設置し、パスについては作成担当病院を決め、作成作業部会において進捗状況

を確認しつつ進めている。 
 「 肺 が ん 」 担 当・・・彦根市立病院 
 「 胃 が ん 」 担 当・・・公立甲賀病院 
 「大腸がん」担当・・・大津赤十字病院 
 「 乳 が ん 」 担 当・・・市立長浜病院 
 「 肝 が ん 」 担 当・・・成人病センター（外科）滋賀医科大学医学部附属病院（内

科）共同取り組み 
    4回の作業部会を経て、5大がん地域連携パス「プロトタイプモデル」案（第 0版） 

が作成され、第 2 回地域連携部会において承認された。「第 0 版」は平成 21 年 11 月 28
日の「地域連携パス研修会」において発表され、第 5回作業部会からは、患者団体も加わ
り検証・整理作業に移行した。現在最終整理段階にあり、第 3回地域連携部会において「第
1版」として承認を得る予定。 
◆ 今後の予定 
○ 地域連携部会の開催予定 
第 4回：平成 22年 6月に予定 
第 5回：平成 22年 9月に予定 

○ 第 2回地域連携パス研修会 
平成 22年 3月 27日（土）14：00～  於：大津赤十字病院小講堂 

・ 5大がん地域連携パス「第 1版」の発表 
・ 地域ネットワークの現状報告 

2. 「滋賀県 5大がん地域連携クリニカルパス（第 1版）」は、医療者用、患者用のプロトタ
イプモデルで、統一化を図り運用フローをつけた。拠点病院を事務局として 4月 1日より
運用開始するということで承認を得た。 

3. 大津・湖西医療圏、湖北医療圏、東近江医療圏、湖南医療圏、甲賀医療圏における地域連
携ネットワークの状況について報告した。 

4. その他 
  パス運用に関する診療報酬について説明 
  大津市医師会例会時学術講演会について説明 

                    以上 


